
飼料安全に係る農林水産省の役割

《飼料とは》
○ 一種以上の栄養素を含み、家畜の栄養に供することができるもの
○ 家畜にとって安全であること○ 家畜にとって安全であること
○ 家畜から生産される畜産物がヒトにとって安全であること

科学的根拠に基づく飼料中の基準の設定

安全や品質をコントロ ル

安全で有用な飼料の安定供給

安全や品質をコントロール

安全な国産畜産物の安定供給

消費者の健康保護と畜産の振興

安全な国産畜産物の安定供給

消費者の健康保護と
より豊かな食生活の保証

畜産の振興
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作物残留試験GAP※１

科学的根拠に基づく飼料中の残留農薬基準の設定

飼養試験作物残留試験

作物中の農薬残留値を測定し、基準値（MRL※２ ）
とSTMR※3 として暫定的に設定

GAP※１

に基づいて
生産

① 低～高濃度の農薬を含む
飼料を連続給与

飼養試験

見直し 穀類（食用・飼料用）
MRL   STMR

② 畜産物中の残留濃度
を測定

乾牧草 MRL

比較 飼料中の濃度（ X1, X2）に対応する
畜産物中の残留濃度（y1, y2）を確認

MRL又はSTMRと家畜への給与割合から、
考え得る飼料中の最大濃度 Xmを算出

農作物

摂取量の

（畜産物中の残留濃度の推定イメージ）

y2
ym畜

産残

摂
取
量

摂取量がＡＤＩ※4の
80%を超えるか？

畜産物

摂取量の
算出YES

MRLの採用 飼料中の
濃度

y1

X１ X2Xm

ym産
物
中
の

残
留
濃
度

量
評
価

80%を超えるか？

NO

※1：Good Agricultural Practice（適正農業規範）、※2：Maximum Residue Limits（作物残留最大基準値）、※3：Supervised Trial Median Residue（作物残留試験で得られた残留濃度の中央値）、
※4：Acceptable Daily Intake（一日許容摂取量）

濃度

飼料中の有害物質の残留基準
重金属（鉛 カドミウム 水銀 ひ素） 配合飼料 乾牧草 魚粉等に基準を設定・ 重金属（鉛、カドミウム、水銀、ひ素）・・・配合飼料、乾牧草、魚粉等に基準を設定

・ かび毒（アフラトキシンB1、ゼアラレノン、デオキシニバレノール）・・・配合飼料等に基準を設定
・ 残留農薬（約９０成分）・・・乾牧草、穀類（とうもろこし、大麦等）、稲わら、籾米等に基準を設定

（５成分について、厚生労働省に畜産物の残留基準値の改正を要請）
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